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▲国立公文書館にあった特高関係資料

ア
メ
リ
カ
資
料
調
査

は
じ
ま
る

第
二
次
再
審
請
求
の
た
め
の
資
料
探
索

は
、
ア
メ
リ
カ
に
も
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
古
川
純
教
授
と
と
も
に
研
究
会
を
推

進
さ
れ
て
き
た
古
関
彰

一
教
授
が
、
留
学

の
た
め
、
本
年
二
月
、
渡
米
さ
れ
ま
し

た
。
ご
自
身
の
研
究
の
な
か
で
、
米
公
文

書
館
、
議
会
図
書
館
等
に
お
い
て
資
料
探

索
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
現
在
ま

で
の
資
料
存
在
状
況
か
ら
し
て
、
甘
い
見

通
し
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
氏
の
ご
努
力
の

結
果
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
、
国
内
資
料
探
索
、
第
二
次

再
審
請
求
の
た
め
の
法
理
構
築
、
最
高
裁

へ
の
公
開
質
問
状
準
備
な
ど
の
努
力
が
つ

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

資
料
は
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ

を
物
語
る

先
号
で
報
告
し
た
国
立
公
文
書
館
の
横

浜
事
件
関
連
資
料
に
つ
い
て
―
―
。

「大
日
本
帝
国
政
府
」
の
便
箋

（上
掲

写
真
）
に
タ
イ
プ
で
う
た
れ
た

「
神
奈
川

県

に
於
け

る
左
翼
事
件

の
取
調
状
況
」

（昭
和
十
八
年
作
成
　
欠
落
あ
り
．
以
下
０

と
略
）
は
、
『特
高
月
報
』

（昭
和
十
九
年

八
月
号
）
所
載

の
同
題
の
報
告

（以
下
Ｏ

と
略
）
の
原
型
と
い
え
る
で
し
ょ
う
．

⑥
は

「
一
、
神
奈
川
県
に
在
り
て
は
、

昨
年
よ
り
本
年
に
掛
け
て

『米
国
共
産
党

員
』
事
件
、
『
ソ
連
事
情
調
査
会
』
事
件
、

『細
川
グ

ル
ー
プ

（共
産
党
再
建
準
備
会
ご

事
件
、
『政
治
経
済
研
究
会
』
事
件
等
今

日
迄
に
総
員
二
十
三
名
の
共
産
主
義
者
を

検
挙
取
調
中
な
る
が
、
之
等
の
事
件
に
相

互
に
人
的
関
連
あ
り
…
…
」
（傍
点

・
引
用

者
）
で
は
じ
ま
り
ま
す
ゥ

③
は
前
記
事
件
名
に

「改
造
社
並
に
中

央
公
論
社
内
左
翼
グ

ル
ー
プ
事
件
」
「愛

政
グ
ル
ー
プ
事
件
」
が
追
加
さ
れ
、
人
質

は
四
十
八
名
と
な
り
、
や
は
り

「
夫
々
人

的
連
係
を
持

つ
一
連
の
事
件
」
と
規
定
し

て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
年
二
月
頃
作
成
の
特
高
文
書

″
日
本
共
産
党
再
建
準
備
会

の
結
成
が
判

明
し
た
経
緯
″

（手
書
き
）
欠
落
部
分
あ

り
。
も
う

一
つ

″
日
本
共
産
党
再
建
準
備

会
″
と
い
う
文
書
が
あ
る
が
、
記
述
は
本
文

書
と
重
な
る
）
は
、

こ
れ
ら

「
一
連
の
事

件
」
が
さ
ら
に
体
系
的
な
共
産
党
再
建
準

備
活
動
で
あ
る
か
の
よ
う
に
作
文
さ
れ
て

い
ま
す
。
前
記

『特
高
月
報
』
で
ソ
連
平

（次
頁
下
段
へ
）
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第
二
次
再
審
請
求
の
た
め
の
法
理
論

―

ユ

ス

・

コ
ー
ゲ
ン
ス
ー

森

川

金

壽

（再
審
裁
判
弁
護
団
長
）

刑
事
事
件
記
録
そ
の
他
の
収
集
の
努
力

を

つ
づ
け
て
い
る
が
、

一
方
、
再
審
請
求

以
来
和
田
か
よ
さ
ん

（喜
太
郎
氏
母
堂
）、

青
山
鎮
治
、
平
舘
利
雄
各
請
求
人
、
土
居

郷
誠

（元
看
守
）
氏
ら
が
あ

い
つ
い
で
亡

く
な
ら
れ
た
現
実
か
ら
し
て
、
横
浜
事
件

を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
こ
の
際
新
た

な
再
審
請
求
の
法
理
論
を
追
求
し
て
み
た

い
¨
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
所
の
と

っ

た
態
度
を
振
り
返

っ
て
み
る
）

一

１
　

一
審
判
決

（横
浜
地
裁
）

「
当
裁
判
所
の
事
実
取
り
調
べ
の
結
果
に

よ
れ
ば
、
大
平
洋
戦
争
が
敗
戦
に
終
わ

っ

た
直
後
の
米
国
軍
の
進
駐
が
迫

っ
た
混
乱

時
に
、　
い
わ
ゆ
る
横
浜
事
件
関
係
の
事
件

記
録
は
焼
却
処
分
さ
れ
た
こ
と
が
窺

（う

か
が
）
わ
れ
る
」

「
原
判
決

の
有
罪
認
定

の
当
否
を
判
断

す
べ
き
右
判
決
の
認
定
の
基
礎
と
な

っ
た

証
拠
資
料
を
供
え
た
訴
訟
記
録
が
存
在
せ

ず
、

い
ま
さ
ら
有
証
拠
資
料
を
復
元
す
る

こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
　
旧
証
拠
資
料
と

新
証
拠
資
料
を
対
照
し
ま
た
は
総
合
検
討

し
て
行
う
べ
き
い
わ
ゆ
る
新
証
拠
の
明
白

性
を
も
ち
、
そ
れ
に
よ

っ
て
原
判
決
の
有

罪
認
定
に
合
理
的
な
疑

い
を
抱
か
せ
る
に

足
り
る
蓋
然
性
の
有
無
の
判
断
は
、
お
よ

そ
不
可
能
」

２
　
一
一審
判
決

（東
京
高
裁
）

「
一
件
記
録
が
存
在
し
な
く
な

っ
た
原

因
は
と
も
あ
れ
」
（特
高
警
官
ら
の
有
罪
確

定
判
決
や
各
人
の
日
述
書
な
ど
を
総
合
す
る

と
）
「
右
取
り
調

べ
を
担
当
し
た
警
察
官

に
よ

っ
て
、
益
田
直
一彦
だ
け
で
な
く

（請

求
人
ら
に
た
い
し
て
も
）
拷
間
が
行
わ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑

い
を
否
定
し
去

る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
し
な
が
ら
も
、

「
し
か
し
本
件
に
お

い
て
は
訴
訟
記
録
が

存
在
せ
ず
、
小
野
、
相
川
両
名
の
供
述
そ

の
他
の
旧
証
拠
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で

き
な

い
た
め
、
有
疑
念
が
あ
る
に
し
て

も
、
有
両
名
の
供
述
内
容
の
真
偽
を
含
め

て
、
原
判
決
の
有
罪
認
定
に
合
理
的
な
疑

い
を
抱
か
せ
る
に
足
り
る
権
然
性
が
あ
る

か
否
か
を
判
断
す
る
に
由
な

い
も
の
と
い

わ
ざ
る
を
得
な

い
か
ら
、
所
論
の
確
定
判

決

（特
高
警
官
有
罪
の
）
も
、　
い
ま
だ
旧

刑
事
訴
訟
法
四
八
五
条
六
号
の

「有
罪
の

言
渡
し
を
受
け
た
る
者
に
対
し
て
無
罪
を

言
渡
す
べ
き
明
確
な
る
証
拠
』
に
あ
た
る

と
は
い
い
得
な

い
・

と
し
て
い
ず
れ
も
再
審
請
求
を
棄
却
し

た
〕

３
　
最
高
裁
第

一
小
法
廷
は
、
刑
事
訴
訟

法
応
急
措
置
法
に
よ
り
特
別
抗
告
で
は
憲

法
問
題
し
か
扱
わ
な

い
と
し
て
棄
却
し

た
し

二

し
か
し
横
浜
事
件
の
場
合
の
よ
う
に
、

治
安
維
持
法
下
の
拷
間
に
よ
る
自
由
強
制

情
調
査
会
と
さ
れ
て

い
る
も

の
が
、
「
ソ

連
委
員
会

・
に
変
わ

ぅ
て
い
ま
す
　
益
田

直
一彦
氏

一当
時

・
Ｌ
界
経
済
調
査
会
）
や

西
沢
富
夫
氏

・当
時

・
満
鉄
東
京
支
社
）

に
対
す
る
判
決
で
、
罪
状
の

一
つ
に
ソ
連

委
員
会
の
活
動
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

こ
れ
ら
文
書
は
、
直
接
、
第
二
次
再
審

請
求
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
仔
細
に
点
検
し
て
い
け
ば
、
フ
レ
ー

ム
ア
ッ
プ
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

に
な
り
ま
す

「
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
者
ノ
ロ
本

ニ

於
ケ
ル
共
産
主
義
ノ
将
来

二
関

ス
ル
言
動

ノ
件
」
は
、
昭
和
二
十
年
九
月
ニ
ト
七
日

付
で
、
藤
原
神
奈
川
県
知
事
よ
り
当
時
の

内
相
山
崎
巌
に
宛
て
ら
れ
た

「特

一
秘
発

号
外
第
二
号
」
で
す
　
内
容
は
当
時
横
浜

事
件
被
告
と
し
て
拘
留
中

の
美
作
太
郎

氏
、
藤
川
党
氏
、
一彦
坂
竹
男
氏
に
、
敗
戦

後
の
日
本
の

″
革
命
情
勢
″
の
見
通
し
に

つ
い
て
間
う
た
も
の
で
す
　
横
浜
事
件
に

つ
い
て
は

い
っ
さ

い
問
う
て

い
ま
せ
ん

三
氏
の
氏
名
に
つ
い
て
は
推
定
で
す
¨

こ
れ
ら
文
書
は
い
ず
れ
も
欠
落
部
分
が

あ
り
、
し
か
も
整
理
番
号
が
と
ん
で
い
ま

す
　
こ
の
間
に
未
見
資
料
が
存
在
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
し
、
日
本
公
文

書
館

で

「―
―
」
に
さ
れ
て

い
る
氏
名
、

住
一叶
の
復
元
は
、
ア
メ
リ
カ
側
調
査
で
可

能
と
な
り
ま
す
¨
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の
ご
と
く
人
道
に
対
す
る
罪
に
該
当
す
る

よ
う
な
犯
罪
行
為
の
場
合
は
、

ユ
ス

・
コ

ー
ゲ
ン
ス
の
法
理

（少
な
く
と
も
そ
の
精

神
）
が
あ
て
は
ま
る
ケ
ー
ス

（注
）
で
あ

り
、
以
上
に
あ
げ
た
よ
う
な
裁
判
所
の
理

屈
は
通
用
し
な
い
。
判
決
内
容
が
ま

っ
た

く
不
明
で
あ
る
よ
う
な
場
合
は
別
と
し

て
、
す
く
な
く
と
も
判
決
、
予
審
終
結
決

定
、
起
訴
状
な
ど
に
よ

っ
て
あ
る
程
度
判

決
内
容
が
明
ら
か
に
成
し
得
る
よ
う
な
場

合
、
し
か
も
司
法
を
含
む
国
家
権
力
に
よ

っ
て

一
件
記
録
が
処
分
さ
れ
て
し
ま

っ
た

よ
う
な
ケ
ー
ス
の
場
合
な
ど
は
、　
ユ
ス

・

コ
ー
ゲ
ン
ス
の
法
理
が
貫
徹
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。　
ュ
ス

・
コ
ー
ゲ
ン
ス
法
理
論
は

従
軍
慰
安
婦
の
よ
う
な
国
外
の
人
々
だ
け

で
な
く
、
同
様
に
迫
害
さ
れ
た
日
本
人
民

に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

〈注
〉
戦
後
補
償
請
求
の
法
理
と
し
て
の
ユ

ス
・
コ
ー
ゲ
ン
ス

（強
行
規
範
）

１
　
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
憲
章

（東
京
法
廷

憲
章
も
同
様
）

「戦
争
前
、
戦
争
中
に
、　
一
般
市
民

に
対
し
て
犯
さ
れ
た
殺
人
、
皆
殺

し
、
奴
隷
化
、
国
外
追
放
と
他
の
非

人
道
的
行
為
」

２
　
一
九
六
八

・
一
一
・
二
六
　
国
連

「戦
争
犯
罪
及
び
人
道
に
対
す
る

罪
に
対
す
る
時
効
不
適
用
条
約
」

一
九
六
四
　
フ
ラ
ン
ス
。
「
人
類
に

対
す
る
罪
」
（時
効
な
し
）
法
律

と
し
て
成
立

一
九
七
九

・
七
　
西
独
議
会

「
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
殺
人
罪
の
時
効
撤
廃

法
」
可
決

一
九
八
八

・
八
　
ア
メ
リ
カ
ロ
系
人

補
償
法
成
立

右

の
よ
う

に
人
道

に
対
す
る
罪

の
場

合
、
時
効
不
適
用
の
ほ
か
、
関
係
政
府
が

当
該
条
約
を
批
准
し
た
か
ど
う
か
、
そ
れ

が
自
力
執
行
的
で
あ
る
か
ど
う
か
、
実
行

さ
せ
る
立
法
が
あ
る
か
ど
う
か
は
無
関
係

と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
他
国
家
行
為
説
、

政
治
問
題
説
な
ど
の
法
理
を
も
無
効
と
す

る
、
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
法
理
が
日
本
の
裁
判
所
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
長

い

時
間
が
か
か
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
横
浜

事
件
の
よ
う
に
司
法
も
加
担
し
て

一
件
記

録
を
焼
却
し
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
場
合
な

ど
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
趣
旨
精
神
は
十

分
に
取
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
点
前
掲
ア
メ
リ
カ
日
系
人
補
償
法

成
立
の
も
と
に
な

っ
た
次
の
米
国
議
会
の

委
員
会
報
告
は
参
考
と
な
る
。
な
お
最
近

の
日
本
の
中
学
校
教
科
書
検
定
で
は

「東

京
書
籍
」

の
次
の
治
安
維
持
法
関
係
の
記

述
の
中
か
ら
拷
間
の
記
述
が
削
除
さ
れ
た

と
い
う
。
日
米
の
民
主
主
義

の
基
盤
の
違

い
が
分
か
る
よ
う
で
あ
る
。

「
治
安
維
持
法
違
反
で
あ
る
と
さ
れ
て
、

終
戦
ま
で
に
七
万
五
千
人
も
の
人
々
が
検

挙
さ
れ
、
な
か
に
は
、
拷
間
を
受
け
た
人

も
少
な
く
な
か

っ
た
」

米
国
議
会
の
日
系
人
強
制
収
用

に
対
す
る
補
償
に
関
す
る
委
員

会
報
告
２

九
八
三
上
↑

一
六
）

歴
史
を
書
き
か
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
わ
れ
わ
れ
が
今
な
す
こ
と
は
、
す
べ

か
ら
く
遺
憾
の
意
を
表
明
し
て
、
国
民
と

し
て
の
よ
り
高

い
価
値
を
め
ざ
す
こ
と
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…

し
か
し
な
が
ら
、
我

々
自
身

の
法
と
原

則
を
侵
犯
し
た
こ
と
に
対
し
て
救
済
策
を

講
ず
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
力
で
で
き

る

こ
と
で
あ
る
Ｉ

…
・不
正
義
を
忘
れ
、

あ
る
い
は
無
視
す
る
国
民
は
、
ふ
た
た
び

簡
単
に
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
だ
ろ

、「′′。当
委
員
会
は
国
家

の
謝
罪
行
為
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
五
項
日
の
救
済
勧
告
を

お
こ
な
う
。

一
、
議
会
は
、
強
制
排
除
、
移
住
お
よ
び

抑
留
措
置
に
つ
い
て
重
大
な
不
法
行
為
が

行
わ
れ
た
こ
と
を
認
め
、
国
家
が
謝
罪
す

る
旨
を
う
た
っ
た
上
下
両
院
合
同
決
議
を

可
決
し
、
大
統
領
が
こ
れ
に
署
名
す
る
。

四
、
議
会
は
特
別
財
団
を
設
立
し
…
…
こ

の
種
の
事
件
が
起
き
た
原
因
お
よ
び
背
景

を
究
明
、
理
解
す
る
た
め
の
研
究
、
学
校

教
育
活
動
を
後
援
す
る
。
…
…
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拷
間
特
高
の
有
罪
が
確
定
し
た
こ
　
一

と
は
、
横
浜
事
件
が
い
か
に
フ
レ
ー
　
一

ム
ア
ッ
プ
事
件
で
あ
る
か
を
示
す
事
　
一

実
で
あ
る
が
、
今
ま
で
最
高
裁
、
高
　
一

裁
判
決
は
存
在
し

つ
つ
も
、
地
裁
判
　
一

決
の
存
在
は
不
明
で
あ

っ
た
。
二
月
　
一

九
日
、
森
川
弁
護
団
長
、
木
村
請
求
　
一

人
、
木
下
信
男
氏

（横
浜
事
件
を
考
　
一

え
る
会
会
長
）
が
横
浜
地
検
で
発
掘
　
一

さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

判
　
決

昭
和
二
十
四
年
二
月
二
十
五
日
宣
告

裁
判
所
書
記
　
増
田
雅
治
　
印

本
籍
並
に
住
居
　
藤
澤
市
鵠
沼
六
千

八
百
十
番
地会

社
員

松
下
英
太
郎

普
田
　
四
十
五
年

本
籍
　
群
馬
県
勢
多
郡
富
士
見
村
大

字
横
屋
六
十
九
番
地

住
居
　
横
濱
市
南
区
大
岡
町
千
二
百

四
十
番
地

会
社
員

柄
澤
六
治

音
臼
　
二
十
九
年

本
籍
　
山
梨
県
西
八
代
郡
上
九

一
色

村
古
関
千
六
百
七
十
八
番
地

住
居
　
横
濱
市
中
区
豆
口
台
百
二
十

七
番
地

会
社
員

森
川
清
造

音
口
　
二
十
六
年

右
三
名
に
対
す
る
特
別
公
務
員
暴
行
傷
害

被
告
事
件
に
つ
き
、
当
裁
判
所
は
検
事
橋

本
千
代
雄
立
会
の
上
審
理
を
遂
げ
次
の
通

り
判
決
す
る
。王ヽ

　
文

被
告
人
松
下
英
太
郎
を
懲
役
萱
年
六

月
ぃ
被
告
人
柄
澤
六
治
、
同
森
川
清

造
を
懲
役
壼
年
に
庭
す
る
。

訴
訟
費
用
は
全
部
被
告
人
三
名
の
連

帯
負
担
と
す
る
。

理
　
由

被
告
人
三
名
は
嘗
て
神
奈
川
縣
警
察
部
特

別
高
等
課
に
勤
務
し
、
被
告
人
松
下
は
左

翼
係
長
警
部
、
被
告
人
柄
澤
同
森
川
は
同

係
取
調
主
任
警
部
補

の
地
位

に
あ
り
、

各
々
司
法
警
察
官
と
し
て
思
想
事
件
の
捜

査
に
当
た
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
そ
の

職
務
に
従
事
中
、
昭
和
十
八
年
五
月
十

一

日
、
治
安
維
持
法
違
反
被
疑
者
と
し
て
検

挙
さ
れ
た
世
界
経
済
調
査
会
員
益
田
直
彦

の
取
調
に
際
し
、
同
人
が
被
疑
事
実
を
否

認
し
た
の
で
部
下
の
司
法
警
察
官
数
名
と

共
謀
し
て
同
人
に
所
謂
拷
間
を
加
え
て
自

白
さ
せ
や
う
と
企
て
、
同
月
十
二
日
か
ら

約

一
週
間
数
回
に
亙
り
、
神
奈
川
縣
神
奈

川
署
の
警
部
補
当
直
室

（現
在
の
警
部
休

憩
室
）
に
於
て
、
益
田
直
彦
に
対
し
、
或

は
同
人
の
頭
髪
を
つ
か
ん
で
時
間
に
引
入

れ
た
上
、
或
は
同
人
を
正
座
さ
せ
た
上
手

拳
、
竹
刀
の
こ
わ
れ
た
等
で
そ
の
頭
部
、

顔
面
、
両
肩
、
両
腕
、
両
大
腿
部
を
乱
打

し
、
又
は
之
に
よ
り
腫
れ
上

っ
た
両
大
腿

部
を
靴
下
穿
き
の
足
で
踏
ん
だ
り
揉
ん
だ

り
す
る
等
の
暴
行
陵
虐

の
行
為
を
為
し
、

益
田
の
両
腕
に
打
撲
傷
、
挫
傷
、
両
大
腿

部
に
打
撲
傷
挫
傷
化
膿
性
膿
症
等
を
被
ら

せ
、
就
中
両
大
腿
部
の
化
膿
性
膿
症
は
約

二
ヶ
月
間
化
膿
し
、
現
在
も
な
お
そ
の
痕

跡
を
残
す
に
至
ら
し
め
た
も
の
で
あ
り
、

右
所
為
は
犯
意
を
継
続
し
て
為
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

判
示
事
実
は
、
犯
意
継
続
の
点
を
除
き
、

一
、
被
告
人
三
名
の
当
公
廷
に
於
け
る
各

供
述

一
、
証
人
益
田
直
彦
、
同
益
田
春
江
の
昭

和
二
十
二
年
十
二
月
十
日
附
公
判
調
書
中

の
供
述
記
載

一
、
証
人
淵
田
勇
二
郎
、
同
吉
田
精

一
、

同
高
橋
弘
の
同
年
十
二
月
六
日
附
公
判
調

書
中
の
供
述
記
載

一
、
証
人
稲
葉
末
吉
に
対
す
る
当
裁
判
所

の
同
年
十
二
月
四
日
附
訊
間
調
書
中
の
供

述
記
載

一
、
益
田
直
彦
に
対
す
る
検
事
の
昭
和
二

十
二
年
九
月
二
十
三
日
附
同
年
十
月
八
日

附
同
年
十
月
二
十
日
附
各
聴
取
書
中
の
供

述
記
載

一
、
嵐
秀
郷
に
対
す
る
検
事
の
昭
和
二
十

二
年
十
月

一
日
附
聴
取
書
中
の
供
述
記
載

一
、
吉
田
精

一
作
成
の
鑑
定
書
中
の
記
載

に
よ
り
認
め
、
犯
意
継
続
の
点
は
被
告
人

等
が
判
示
短
期
間
内
に
同
種
の
行
為
を
反

（次
頁
下
段
へ
）
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今
日
、
国
民
の
大
多
数
を
占
め
る
戦
後

生
ま
れ
の
人
び
と
に
と

っ
て
は
、
戦
時
下

の
国
民
生
活
な
ど

「
神
話
」

に
ひ
と
し

い
¨
ま
し
て
、
横
浜
事
件
な
ど
想
像
を
絶

す
る
事
件
で
あ
ろ
う

本
年
四
月
ま
で
日
本
に
留
学
さ
れ
て
い

た
カ
ナ
ダ
ロ
系
二
世

マ
ツ
ム
ラ

・
ジ
ャ
ネ

ス
さ
ん

（写
真
左
）
の
研
究
テ
ー

マ
は
横
浜

事
件
で
あ
る
」
す
で
に
本
村
亨
、
小
林
英

二
郎
氏
ら
に
聞
き
取
り
調
査
を
さ
れ
て
い

た
が
、
帰
国
直
前
の
四
月

一
日
、
小
野
貞

さ
ん
を
訪
間
、
聞
き
取
り
調
査
を
行

っ
た

■
記
の
マ
ツ
ム
ラ
さ
ん
の
研
究
の
成
果

と
し
て
、
自
治
大
学
校
史
料
編
集
室
作
成

の

「
山
崎
内
務
大
臣
時
代
を
語
る
座
談

会
」
の
記
録
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。

座
談
会
が
行
な
わ
れ
た

一
九
六
〇
年
九

月
、
山
崎
巌
氏
は
終
戦
当
時

の
内
務
大

臣
、
座
談
会
当
時
は
自
治
大
臣
で
し
た
。

山
崎
氏
ほ
か
当
時
の
内
務
省
の
幹
部
八
名

に
よ
る
座
談
会
で
す
が
、
注
目

さ
れ
る
の
は
、
敗
戦
当
時
、
米

軍
の
進
駐
を
前
に
し
て
、
大
量

の
公
文
書
を
焼

い
た
こ
と
が
語

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
横
浜

事
件
の
裁
判
記
録
が
当
局
の
手

に
焼
却
さ
れ
た
こ
と
は
、

一
審

決
定
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
こ
で
は
当
事
者
自
身

の
国
か
ら
証
言
さ
れ
て

い
ま

す
。
関
係
部
分
を
、
抜
粋
し
て

ご
紹
介
し
ま
す

．
＊

▼
奥
野
誠
亮

（当
時
、
内
務
省

財
政
課
事
務
官
）
Ｆ
‥
そ
の
ほ
か

公
文
書
は
焼
却
す
る
と
か
と
い
っ
た
事
柄

が
決
定
に
な
り
、　
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
陸
軍

は
陸
軍
の
系
統
を
通
し
て
下
部
に
通
知
す

る
、
海
軍
は
海
軍
の
系
統
を
通
じ
て
下
部

に
通
知
す
る
．
内
政
関
係
は
地
方
総
監
、

府
県
知
事
、
市
町
村
の
系
統
で
通
知
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

・

「卜
五
日
以
後
は
、

い
つ
米
軍
が
上
陸

し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
そ
の
際

に
そ
う

い
う
文
書
を
見
ら
れ
て
も
ま
ず

い

か
ら
…
口
頭
連
絡
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
小
林

（与
二
次
）
さ
ん
と
原
文
兵
衛

さ
ん
、
三
輪
良
雄
さ
ん
、
そ
れ
に
私
の
四

人
が
地
域
を
分
担
し
て
出
か
け
た
の
で

す
」

▼
大

野

連

治

一当
時
、
内
務
省

文
書
課
長
一
「
私
は
文
書
課
長
を

―
し
´ヽ
い
キヽ
Ｆ
Ｉ
し
´
、
、　
フヽ
フ０
日日
０つ
／ヽ
フ０

Ｈ
も

ア
メ
リ
カ
の
方
か
ら
き
て
、

案
内
ば
か
り
さ
せ
ら
れ
た

‥
叱

ら
れ
た
思

い
出
は
、
あ
ら
ゆ
る
統

計
表
を
出
せ
と

い
わ
れ
た
　
ご

▼
司
会

「
え
吉
は
終
戦

の
際
多
少

整
理
し
た
の
で
す
か
」

▼
大
野

「
二
れ
は
ほ
と
ん
ど
焼

い

て
し
ま

い
ま
し
た
　
全
く
何
も
残

履
歴
書
も
焼
く
か
ど
ヽ

が
、
人
事
課
で
議
論
だ

か
な
く
て
、
今
と
な

っ

か

っ
た
と
思
う
」

―
―
国
の
公
文
書
が
、
―
つ
し
て
組
織

を
あ
げ
て
焼
却
さ
れ
た
の
で
し
た
．

復
し
て
行
っ
た
事
跡
に
徴
し
て
明
ら
か
で

あ
る法

律
を
適
用
す
る
と
被
告
人
三
名
の
判

示
所
為
は
犯
罪
時
に
於
て
は
昭
和
ニ
ト
二

年
法
律
第
百
二
十
四
院
に
よ
る
改
正
前
の

刑
法
第
百
九
十
五
條
第

一
項
第
百
九
十
六

條
に
該
当
し
、
裁
判
時
に
於
て
は
右
法
律

に
よ
る
改
正
後
の
刑
法
第
百
九
十
五
条
第

一
項
第
百
九
十
六
条
第
六
十
条
に
該
当
す

る
の
で
、
刑
法
第
六
条
第
十
条
に
よ
り
軽

き
前
者
を
適
用
し
、
之
と
同
法
第
二
百
四

条
の
罪
と
を
同
法
第
卜
条
に
よ
り
比
較
し

重

い
後
者
の
刑
に
従
ひ
、
連
続
犯
で
あ
る

か
ら
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
四
粧

附
――――
第
四
項
、
同
法
律
に
よ
る
改
正
前
の

刑
法
第
五
十
五
条
を
適
用
し
て

一
罪
と
為

し
、
一所
定
刑
中
懲
役
刑
を
選
択
の
上
、
そ

の
所
定
刑
期
の
範
囲
内
で
被
告
人
松
下
を

懲
役

一
年
六
リー
、
被
告
人
柄
澤
、
同
森
川

を
各
懲
役

一
年
に
処
し
、
訴
訟
費
用
は
改

正
前

の
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
し
条
第

一
項
、
第
二
百
三
十
八
条
を
適
用
し
て
全

部
被
告
人
三
名
の
連
帯
負
担
と
す
る

よ

っ
て
主
文
の
通
り
判
決
す
る

昭
和
二
十
四
年
二
月
ニ
ト
五
日

横
浜
地
方
裁
判
一所
第
二
刑
事
部

裁
判
長
　
裁
判
官
　
本
田
　
等
　
印

裁
判
官
　
森
　
文
治
　
印

裁
判
官
　
太
田
夏
■
　
印

ま i果 ▼ ´
'

で 長 |イ(て

螢 ll些 ‖

て つ 7ぃ 7.■
とだ々ヽたク日ゞ女
えか と く

る (二 そう喫務
ξ首こ朱剪i
よ 焼 と ら 同 事

公文書の焼却
一―マツムラさんの発掘資料から一―
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二
十
年
ぶ
り
の
再
会

―
―
気
賀
す
み
さ
ん
を
囲
む
女
性
の
会

一　
　
本
年

一
月
二
三
日
、
「気
賀
す
み
さ

一　
ん
を
囲
む
女
性
の
会
」
を
ひ
ら
き
ま
し

一　
た
。
本

ニ
ュ
ー
ス
第
２‐
号
に

「あ
の
頃

一　
の
思

い
出
」
を
寄
稿

い
た
だ
い
た
中
川

一　
光
子
さ
ん

（事
件
当
時
、
中
央
公
論
社

一　
医
務
室
ナ
ー
ス
）
が
駆
け

つ
け
て
く
だ

一　
さ

い
ま
し
た
。

ほ
か
小
野
伸
帆
さ
ん

一

（申
立
人

・
貞
さ
ん
の
長
女
）
、
小
野
あ

一　
か
ね
さ
ん

（貞
さ
ん
の
長
男
夫
人
）
、

一　
上
島
佳
子
さ
ん

（支
援
す
る
会
会
員
）

一　
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
．
気
賀
さ
ん
と
中

一　
川
さ
ん
の
会
話
が
は
ず
み
、
時
間
が
た

一　
つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た

―
―
は
、

一　
事
務
局
側
発
言
で
す

．

気
賀
　
は
じ
め
ま
し
て
¨

中
川

　
い
え
、
私
は
あ
な
た
に
お
逢

い
し

て

い
る
ん
で
す
よ
　
九

ビ
ル
五
階

の
中
央

公
論
社

に
勤
務
し
て

い
た
頃
、

エ
レ
ベ
ー

タ
ー

の
前

に
和
田
喜
太
郎
さ
ん
が
若

い
女

の
人
と

い
っ
し
ょ
に
立

″

く
い
る
の
を
み

か
け
た
の
で
、
翌
日
、
和
国
さ
ん
に

「
あ

（左

か

ら
中

川

光

子

さ

ん
、

気

賀

す

み

さ

ん
）

の
方

は
誰

な

の
」

と
き

い
た
ん
で
す

「あ
れ
は
妹
だ
よ
」
と
和
出
さ
ん
は
お

っ

し
ゃ
い
ま
し
た
．
た
し
か
に
同
じ
面
影
で

す
ね
．
お
か
っ
ば
さ
ん
で
ぽ
ち
ゃ
っ
と
し

て
、
と
て
も
可
愛
か
っ
た
で
す
よ
」

気
賀
　
そ
う
な
ん
で
す
か
　
あ
の
頃
は
ふ

と
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
ぽ
ち
ゃ
っ
と
し

て
い
た
ん
で
し
ょ
う

中
川
　
私
も
二
十
代
で
若
か

っ
た
か
ら
、

興
味
が
あ

っ
て
き
い
た
ん
で
す
ね
　
も
う

五
十
年
も
前
の
こ
と
で
す
ね
え
」
浅
石
晴

世
さ
ん
は
縦
に
も
横
に
も
大
き

い
方
だ
っ

た
け
ど
、
和
」Π
さ
ん
は
す
ら

っ
と
し
た
方

で
し
た
ね
」

気
賀
　
兄
は
ね
、
学
生
時
代
、
映
画
監
督

に
な
り
た

い
な
ん
て

い
っ
て
た
の
で
す

よ
　
家
じ

ゅ
う

で
反
対
し
ま
し
た
が
…

―
―
そ
れ
で
和
田
さ
ん
は
慶
応
時
代
に
映

画
研
究
会

に
入

っ
て
お
ら
れ
た
の
で
す

ね
．
そ
の
こ
と
を
や
は
り
映
研
の
メ
ン
バ

ー
だ
っ
た
作
家
の
堀
田
善
衛
さ
ん
が
語

っ

て
お
ら
れ
ま
す

（『
め
ぐ
り
あ

い
し
人
び

と
」
集
英
社
　
一
九
九
二
年
一　
堀
田
さ
ん

は
自
伝
的
小
説

『若
き
日
の
詩
人

の
肖

像
』
の
中
に

「
山
田
喜
太
郎
」
と
い
う
人

物
を
登
場
さ
せ
て
い
ま
す
¨
堀
田
さ
ん
は

会
の
呼
び
か
け
人
な
ど
め
っ
た
に
引
き
受

け
な
い
方
で
す
が
、
こ
の
支
援
す
る
会
は

引
さ
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

気
賀
　
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す

―
―
中
川
さ
ん
は
、
浅
石
さ
ん
の
中
央
公

論
社
以
外

の
友
人

（東
大
時
代
）、
白
石

芳
夫
氏

（被
検
挙
者
）
や
岩
沢
文
雄
氏
を

ご
記
憶
で
す
が
、
気
賀
さ
ん
は
和
田
さ
ん

の
友
人
の
方
々
を
ご
記
憶
で
す
か
¨

気
賀
　
い
え
、
知
ら
な

い
ん
で
す
よ
　
木

村
亨
さ
ん
は
上
の
兄

（寛

一
）
の
友
だ
ち

で
、
そ

の
関
係
か
ら
下

の
兄

（喜
太
郎
）

と
友
人
に
な
ら
れ
た
よ
う
で
す

中
川

「
あ

の
頃

の
思

い
出
」
に
書
き
ま

し
た
が
、
社
の
方
が
つ
ぎ

つ
ぎ
に
検
挙
さ

れ
て
、
ほ
ん
と
に
恐
ろ
し

い
時
代

で
し

た
¨
横
浜
事
件
再
審
請
求
の
こ
と
を
テ
レ

ビ
で
知
り

（
一
九
八
六
年
）
、
そ
れ
か
ら
木

村
さ
ん
の
本
を
読
み
、
あ
の
時
の
自
分
の

体
験
が
何
で
あ

っ
た
の
か
が
、
は
じ
め
て

わ
か
っ
た
の
で
す
　
一果
で
何
が
お
こ
っ
て

い
る
の
か
全
く
わ
か
ら
な

い
不
気
味
な
時

代
で
し
た
ね
　
真
相
を
知

っ
て
、
タ
イ
ム

ト
ン
ネ
ル
を
ス
ト
ン
と
抜
け
出
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た

　

，て
れ
か
ら
支
援
会
の

こ
と
を
知
り
、
ビ
デ
オ
を
送

っ
て
い
た
だ
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た
り
し
た
の
で
す
。
驚
き
や
ら
懐
か
し
さ

や
ら
で
木
村
さ
ん
や
畑
中
繁
雄
さ
ん
や
海

老
原
光
義
さ
ん
ら
の
消
息
を
、
事
務
局
の

金

田
さ
ん
に

い
ろ

い
ろ
お
尋
ね
し
ま
し

た
。
気
賀
さ
ん
は
、
あ
ん
な
事
件
に
あ
わ

れ
て
、
戦
時
中
、
た
い
へ
ん
な
苦
労
を
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

気
賀

　

（兄
の
獄
死
の
模
様
な
ど
を
語
っ
た

の
ち
）
空
襲
で
二
回
も
焼
け
出
さ
れ
ま
し

た
．　
一
回
日
は
学
校

（帝
国
女
子
医
学
薬

学
専
門
学
校
。
現
在
の
東
邦
医
大
）
の
寮
で

空
襲
に
あ

い
、
着
の
み
着
の
ま
ま
で
逃
げ

ま
し
た
。
上
の
兄
の
と
こ
ろ

へ
行

っ
た
の

で
す
が
、
布
団
も
な
く
郷
里

（京
都
）
か

ら
送

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
空

襲
に
あ

っ
て
、
と
う
と
う
学
校
の
研
究
室

に
泊
ま
り
込
み
ま
し
た
。
も
う
死
ぬ
か
と

い
う
思

い
を
し
ま
し
た
。

伸
帆
　
私
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
様
子
で

す
け
ど
、
事
実
も
な

い
の
に
、
誰
そ
れ
と

（上
島
佳
子
さ
ん
）

い
っ
し
ょ
に
研
究
会
に
参
加
し
た
だ
け
と

か
、
友
人
だ
と

い
う
だ
け
で
検
挙
し
て
、

拷
問
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
父
の
こ
と
、

事
件
の
こ
と
な
ど
を
母
か
ら
き
く
よ
う
に

な
り
、
事
件

の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
ま
し

た
。
三
度
と
こ
ん
な
時
代
に
し
た
く
な
い

で
す
。
支
援
し
て
下
さ
る
方
の
熱
意

へ
の

恩
返
し
の
つ
も
り
で
、
事
務
局
の
お
手
伝

い
も
と
き
ど
き
し
て
い
る
ん
で
す
。

中
川
　
事
件
の
こ
ろ
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
な
若

い
方
が
、
支
援
し
て
く

れ
る
の
は
心
強
い
こ
と
で
す
ね
。

上
島
　
私
も
結
婚
し
て
、
大
か
ら
戦
時
中

そ
ん
な
事
件
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
き

い
て
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
伸

帆
さ
ん
が
事
件
犠
牲
者
の
娘
さ
ん
だ
っ
た

こ
と
を
知
り
、
少
し
で
も
支
援
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

―
―
事
件
の
真
相
は
お
ろ
か
、
こ
ん
な
事

件
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
い
る

人
も
ま
だ
ま
だ
少
数
な
ん
で
す
ね
。
第

一

次
再
審
請
求
の
新
聞
、
テ
レ
ビ
報
道
で
、

事
件
の
存
在
を
は
じ
め
て
知

っ
た
と
い
う

人
も
多

い
の
で
す
．
そ
の
意
味
で
、
棄
却

は
さ
れ
た
け
れ
ど
、
第

一
次
請
求
の
意
義

は
大
き
か

っ
た
と

い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
会
員
の
方
の
熱
心
さ
に
感
動
さ
せ
ら

れ
ま
す
も
要
請
署
名
の
と
き
、
近
所
を

一

軒

一
軒
回

っ
て
署
名
を
集
め
た
と
い
う
年

輩
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
）
藤
沢

の
方

で
、
元
新
聞
記
者

と

い
う

こ
と
で

す
。
ま
た
中
、
高
校
の
先
生
方
で
、
生
徒

た
ち
に
現
代
史
や
人
権
の
教
材
と
し
て
横

浜
事
件
を
教
え
て

い
る
方

が
お
ら
れ
ま

す
。

中
川
　
編
集
の
人
た
ち
は
、
あ
の
頃
と
違

っ
て
戦
後
は
伸
び
伸
び
と
仕
事
を
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
ね
。

あ
か
ね
　
レ
〓
」
ろ
が
、
米
軍
占
領
下
で
、

必
ず
し
も
自
由
に
や
れ
な
か
っ
た
と
い
う

話
も
聞

い
て
い
ま
す

・江
Ｌ

中
川
　
事
件
に
ま
き
こ
ま
れ
た
う
え
、
戦

災
に
あ
わ
れ
、
気
賀
さ
ん
は
戦
後
も
苦
労

（左
か
ら
小
野
あ
か
ね
さ
ん
、
伸
帆
さ
ん
）

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
あ
ん
な
か
た
ち

で
お
兄
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
ご
心
中
を
お

察
し
し
ま
す
。

気
賀
　
私
た
ち
の
気
持
は
本
に
書
き
ま
し

た
が

（共
者

『横
浜
事
件

・
妻
と
妹
の
手

記
』
高
文
研
）、
兄
や
母

の
無
念

の
想

い

を
考
え
て
も
、
日
本

の
将
来
を
考
え
て

も
、
再
審
の
意
味
は
と
て
も
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
熱
心

に
支
援
し
て
く
だ
さ
る

方

々

へ
の
感
謝

の
気
持

で

い
っ
ぱ

い
で

す
。

あ
か
ね
　
再
審
請
求
は
昔
の
被
害
を
う
け

た
人
た
ち
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
日
本

を
再
び
不
自
由
な
暗

い
時
代
に
し
な

い
た

め
の
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
問
題
だ
と
い

う
こ
と
を
、
若

い
人
た
ち
に
知

っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
も
そ
の
た
め
に
も

っ
と
広

く
訴
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
．

1農 [ダ [1
を 物 は 講 る |11

う は (|:和 検 に
け 削 書 発 閲 な
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事
務
局

へ
お
寄
せ
く
だ
さ

っ
た
言
葉

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

（文
責

―
事
務
局
）

●
再
審
の
勝
利
を
お
祈
り
し
ま
す
―
―
―

「
反
省
を
し
な

い
国
は
減
び
る
」
と
申

し
ま
す
。

い
ま
従
軍
慰
安
婦
問
題
を
や

っ

と

マ
ス
コ
ミ
も
採
り
あ
げ
た
し
、
も
は
や

厚
顔
な
当
局
も
知
ら
ぬ
で
は
済
ま
さ
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
横
浜
事
件
と
て
も
全
く

同
じ
事
を
思

い
ま
す
。
真
実
を
明
ら
か
に

し
、

こ
の
国

の
病
根
を
絶
た
な

い
限
り
、

プ

ル
ト

ニ
ウ
ム
ま
で
溜
め
込
み
、
本
当
に

減
び
る
他
な
い
状
況
を
招
く
の
か
と
憂
え

ま
す
。
何
も
お
手
伝

い
も
叶

い
ま
せ
ん

が
、
心
よ
り
ご
高
齢
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
、
再
審
の
勝
利
を
お
祈
り
致
し
ま
す
っ

（斉
藤
　
美
智
子
）

●
横
浜
事
件
の
広
が
り

先
日
、
鎌
田
慧

『反
骨
、
鈴
木
東
民
の

生
涯
』
を
読
み
ま
し
た
．
横
浜
事
件
の
記

述
が
あ
り
ま
し
た
じ
横
浜
事
件
の
幅
の
広

さ
、
す
な
わ
ち
、
不
当
性
を
あ
ら
た
め
て

思

い
し
ら
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
）

（森
田
　
敏
彦
）

●
職
場
が
変
り
ま
し
た

ま
た
職
場
が
変
り
ま
し
た
の
で
、
あ
ら

た
め
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
横
浜
事
件
は
国
家
権
力
の
狂

悪
化
し
た
姿
を
今
日
に
伝
え
る
も

っ
と
も

貴
重
な
実
例
で
す
。
事
務
局
の
お
仕
事
大

変
だ
と
思

い
ま
す
が
頑
張

っ
て
下
さ
い
。

（小
平
　
克
）

●
粘
り
に
粘

っ
て
勝
利
を

粘
り
に
粘

っ
て
無
罪
を
勝
ち
と
り
ま
し

ょ
う
。
何
も
出
来
ま
せ
ん
が
、
せ
め
て
カ

ン
パ
な
ど
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様

お
か
ら
だ
ご
自
愛
下
さ
い
。（山

崎
　
義
子
）

●
理
不
尽
を
許

こ
ん
な
理
不
尽
を
許
し
あ
き
ら
め
る
事

は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
さ
や
か
で
も
支
援
を

続
け
さ
せ
て
も
ら
う
党
悟
で
す
じ

（渡
辺
　
義
夫
）

●
カ
ン
パ
し
ま
す

ボ
ー
ナ
ス
が
出
ま
し
た
の
で
少
々
で
す

が
、
カ
ン
パ
い
た
し
ま
す
っ（西

尾
　
喩
香
）

●
会
員
を
ふ
や
し
ま
す

一
人
退
職
さ
れ
、
七
人
の
会
員
に
な
り

ま
し
た
。
八
人
、
九
人
に
ふ
や
し
た
い
と

思

い
ま
す
．

（上
舘
　
良
継
）

●
健
闘
を
祈
り
ま
す

頑
張

っ
て
下
さ
い
。
　

（万
代
　
妙
子
）

ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。（山

田
　
猛
）

●
新
会
員
に
な
り
ま
し
た

小
泉
文
子
氏
の

『も
う

一
つ
の
横
浜
事

件
』
を
感
銘
深
く
拝
読
し
ま
し
た
。

（新
井
　
二こ

〈
一
二
月
〉
千
葉
良
信
　
緑
川
亨
　
一二
渡

章
一口回
　
小
木
宏
　
旦
（島
兼
二
郎
　
田
浦
勉

斉
藤

忠
利
　
渋
谷
武
夫
　
松
本
幸
輝
久

森
田
敏
彦
　
新
井
章
　
佐

々
木
陽
子
　
小

平
克
　
東
方
正
梧
　
実
方
義
雄
　
野
々
村

故
　
俵
義
文
　
梅
田
正
己
　
秋
田
弘
　
上

島
佳
子
　
古
沢
太
穂
　
沼
田
稲
次
郎
　
堀

田
善
衛
　
大
江
志
乃
夫
　
篠
原
中
子
　
河

合
郁
子
　
万
代
妙
子
　
栗
原
美
智
子
　
藤

井
良
平
　
大
林
克
巳
　
西
尾
喩
香
　
出
版

労
連

〈
一
月
〉
木

口
和
夫
　
鈴
木
龍
治
　
中
川

光

子
　
山

田
猛
　
福

田
詢
　
鳥
飼
令

子

山
川
次
郎
　
山石
波
労
組
　
鈴
木
三
男
吉

小
野
伸
帆

〈
二
月
〉
伊
藤
千
里

〈二
月
〉
鹿
野
忠
良
　
近
藤
正
巳

＊

　

　

　

　

　

＊

　

　

　

　

　

＊

▼
事
務
局
か
ら

ｏ
会
報
２２
号
を
お
届
け
し
ま
す
）

ｏ
支
援
す
る
会
は
現
在
七
期
目
に
入

っ
て

い
ま
す
¨
ま
だ
会
費
を
更
新
さ
れ
て
い
な

い
方
は
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
．

ｏ
再
審
請
求
を
引
き
継
が
れ
て
い
る
気
賀

す
み
さ
ん
は
、
元
中
央
公
論
社
の
事
件
被

害
者
、
和
田
喜
太
郎
さ
ん
の
妹
さ
ん
で
す

が
、
気
賀
さ
ん
は
ご
主
人
の
看
病
を
永
ら

く
続
け

て
お
ら
れ
ま
し
た

（２‐
号
に
紹

介
）。
そ

の
ご
主
人
が
昨
年
１２
月
に
息
を

ひ
き
と
ら
れ
ま
し
た
、，
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
．

入会申込・ 会費納入先

〒101千 代田区猿楽町 48松村ビル402
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2' 03-3291-8066
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